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臨界現象の統計力学における最近の問題は
1. 皿iversality (臨界指数の普遍性 )




















b)′､ミル トニアンがくりこみ可能で, i-0で classitalな (分子場の)結果になる,
としよう｡その場合には,静的並びに (輸送係数のような )動的な任意の物理量 ¢を










そこで, (1)の q の漸近形が,
Ql二ql(1)8-411+Ql(2)EIQ lnE +0(8-6),
と求まったとすれば, (3)と(4)を比較 して (matchingconditions)











Q= A(i) e (i)-め (i)lm 8 (i)
とすると, (3)に対応 して,










れぞれ Bl(i)E一帖 )-1lnEないし,B2(i)E-¢(A)-1(lnE)2 のような異常性が存在す
れば,その微分から,それぞれ Ble′f-¢ないし, 2B2(0)e′f-4(lne)が現れ, (3)な
いし, (10)の ¢′(0)を含む項と同じ異常性を持っことになるから,その分を差し引かね
ばならない｡ (E′は前と同様に決まるから,この差 し引きは,原理的に可能である｡ )
これらの具体的な応用例については, ｢- リウム｣の研究会報告 (物性研究前号 )とこ
の研究会の各論の報告を参照 して下さい｡
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